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はじめに

京都大学瀬戸実験所周辺および田辺湾域の

潮間帯に生息する動物の種類相・分布・生態

などに関しては，かなりの知見が蓄積されて

いる。全般的な解説は，古くは Komai，Akat-

suka & Ikari (1927)，駒井 (1928，1929， 1930) 

が記述しているし，近くは Utinomi(1958)， 

時間・原田・布施(1975)や時岡 (1982a，b)， 

山本 (1982)が与えている。このうち時間ほ

か (1975)では， 10地点での主要大型動物の

現存量(個体数密度)が潮間帯上位・中位・

下位に分けて示されている。特定の場所ある

いは種についての様相は，数多くの著者によ

る報告で示されているところである(参考文

献参照)。しかし，田辺湾の全域にわたっての

潮間帯動物の分布を具体的に記録した資料報

告は意外に少ない。

本調査は，潮間帯岩礁の動物をいくつか選

んで，それらの分布を田辺湾域全域にわたっ

て記録し明らかにすることを目的としたもの

である。

関査対象・時期・方法

の聞の下芳養湾・田辺湾・鉛山湾を含む田辺

湾域とし(図 1)，調査場所はその沿岸および

幾つかの島の自然岩盤や岩塊・転石の海岸に

限り，人工のコンクリート直立岸壁や砂泥穣

浜などは除外した。

対象種の観察記録にあたっては，調査場所

とした海岸を可能な限り全域にわたって踏査

し，独立した岩礁だとか突出した岩礁の各側

だとか湾入部だとか，適当な区域に区分して，

その区域ごとに見出された種を移多・稀少の

2段階に区別して記録した。稀少としたのは

かなりよく探して見出された場合であるが，

移多との区別は一応の目安であって，厳密な

ものではない。また敢えて見つかるまで探す

というようなことはしなかった。結果を示し

た図(図 2)には，この記録の全てを記入する

ことは出来ないので，場所によっては幾つか

の区域をまとめ，全体で64の地点として示し

た。

低潮時の間に踏査できる場所範囲は限られ

るので，必然的に調査は日を分け場所を違え

て2月余りにわたって実施せざるを得なかっ

た。このため，調査期間内に決定的な変動が

あった場合には，結果は分布の様相を正確に

調査は，比較的観察しやすい約 40種を対象 示すものとはならなくなる。例えば，との年

に選んで， 1994年6月15日から 9月6日ま の夏は例外的に高温で，ムラサキイガイが期

での聞の大潮日の前後数日の低潮時に行なっ 問中にほとんど繁死したことが確認されてい

た。 る。したがって， 8月に入って調査した場所に

調査範囲は，南部町森埼から白浜町瀬戸崎 は，調査時には観察されなかったがそれ以前
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には生息していた疑いを残している所があり

(新しい死殻が散乱していることなどから推

測される)，記録されたムラサキイガイの分布

はこの年のある時点あるいは夏を通しての分

布を示すものとはみなし難い。

また，適当な生息場所の有無によって分布

が左右されている場合も，当然のことながら

少なくない。特に，ウニ類の分布には適当な

タイドプールの有無が大きく影響しており，

調査域内での位置的な差異とは解し得ないと

ころがある。

聞査結果

出現・分布の様相を，比較的よく観察され

た31種について，図2に示した。種により多

少とも分布に違いがあることは明らかである

が，それらの分布の様相には，一般に認めら

れているように，いくつかの型を識別するこ

とができる。まずーっは全域型で，典型的に

はイワフジツポ，ヒバリガイモドキ，ウノア

シガイ，マツバガイ，ヒザラガイ，ヤツコカ

ンザシゴカイなどがそれである。他方，湾口・

外型とされるのは，イボタマキピガイ，オハ

グロガキ，ケガキ，ガンガゼウニなどで，シ

ロポヤ，ムラサキイガイなどは湾奥型とする

ことができる。

マガキは湾奥域には多量に生息するが，湾

口域にもよく見られる。逆に，ムラサキイン

コガイやオオアカフジツボは湾口・外域では

豊富であるが，湾奥域でも少ないながら見出

される。タマキピガイは湾奥域で多く見出さ

れるが，湾口・外域でも陸地の下の崖岩の割

れ目などに入っているのが諸所で見られる。

こうした分布には特定の条件が関係している

と推測され，単に湾外・湾口・湾奥といった

区域基準では判断し得ないものと考えられ

る。
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図1 調査範囲とした田辺湾域の海図。調査場所に入れた島は，四双島・沖ノ島・畠島・神
島・鳥島・羽山である。
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